
【THE OKINAWA OPEN GOLF をメジャー⼤会へ】
・2022⼤会の結果を踏まえて、⼤会に関わるステークホルダーにより多くのメリットを提供できる状態を作る。
・第3回⼤会以降は那覇⻘年会議所との関わりなく、収益性を保ちながら運営できる体制を構築する。
・県内外、海外のゴルフプレイヤーが憧れるステータスのある⼤会を⽬指す。

【スポーツの魅⼒を伝える】
・国内外で活躍するトップアスリートを輩出する場の提供。
・⼤会のPRを積極的に⾏い、Youtube配信や映像を活⽤することでオンラインでもスポーツに触れる機会を創出する。

【THE OKINAWA OPEN GOLF 2023の開催】
 ①運営資⾦集め
⼤会事務局と連携しスポンサー商材メニューを開発。現時点では下記を検討中。
・Youtube中継時に、参加企業のロゴや企業PR動画を差し込むことで認知を増やす
・WEBサイトへの掲載
・⾦額によって差をつけるプラン
・⼤会開催前にデジタル広告の配信 など

②興味関⼼の向上
中継制作：株式会社ショットビジョンと連携し、⼤会会場以外でのPRを検討中（パレットくもじの広場が候補）
⼤会当⽇は平⽇開催かつギャラリーは無しを予定しているため関係者以外へのリーチを確保し前回以上の認知拡⼤を⽬指す。
 
 【スポーツの普及】
③次の世代の育成
県内や若⼿プレイヤーの育成の場として、⼤会へ向けた練習や意気込みなどを追うドキュメンタリー動画を作成することで選⼿のPRへ活⽤。
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【THE OKINAWA OPEN GOLF を持続可能な⼤会へ】
那覇⻘年会議所は、沖縄・本⼟復帰50周年記念事業として「THE OKINAWA OPEN 2022(沖縄オープンゴルフ選⼿権)」を開催しました。
プロアマが参加し県内外で予選を⾏い、112名が本戦に出場しました。⼤規模な⼤会となり沖縄県⺠に対する興味や認知が向上し機運が⾼まり
ました。この⼤会を⼀過性で終わらせないために、これからの50年を⾒据えた未来の沖縄振興のあり⽅の⼀つとして⽬的・体制・予算⾯を再考
して⾏く必要がある。特に翌々年の第3回⼤会以降は⺠間企業が運営できるようにバトンを繋げていくことが重要である。

【県内スポーツの普及】
沖縄の特性を活かしたスポーツ振興のコンセプト「スポーツアイランド沖縄」を実現するためには、「スポーツ⼈⼝の拡⼤」「スポーツ環境充
実」「スポーツコンベンション産業化」が施策として挙げられている。様々な機関と連携し県⺠が気軽にスポーツに触れる機会を創出すること
で、国内外で活躍するトップアスリートを輩出し、国際的な沖縄観光ブランドの確⽴や県外・世界との交流ネットワークの構築が必要です。 そ

【⼤会運営】
 □⼤会事務局との連携
 3社との連携により（事務局：株式会社クリード沖縄、企画運営：株式会社スポーツインダストリー、中継制作：株式会社ショットビジョン）
⼤会実⾏に向けた進⾏を⾏う。
 □スポンサー集め
 那覇⻘年会議所の役割の⼀つのスポンサーの協⼒を集める。広告代理店を間に⼊れスポンサーメニューの開発と企業への呼びかけを⾏う。
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パートナーシップで⽬標を達成しよう
さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官⺠、市⺠社会のパートナーシップを奨
励・推進する。
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